
DONの各種毒性試験における無毒性量等の比較
（無毒性量等が低用量の試験を抜粋）

低用量 高用量

マウス５６日間亜急性
毒性試験（#36）

マウス２年間慢性
毒性試験（#71）

NOAEL：0.1

 

mg/kg体重/日

NOAEL：
0.07

 

mg/kg体重/日

LOAEL：
0.24

 

mg/kg体重/日ブタ３２日間亜急性
毒性試験（#141）

NOAEL：
0.08

 

mg/kg体重/日

LOAEL：
0.28

 

mg/kg体重/日

ブタ５６日間亜急性
毒性試験（#48）

NOAEL：0.048

 

mg/kg体重/日（最高用量）

ブタ９０日間亜急性
毒性試験（#99）

NOAEL：0.04

 

mg/kg体重/日（１用量のみ）

マウス４週間投与試験
（#482）

0.03

 

mg/kg体重/日でIgA上昇？

LOAEL：0.5

 

mg/kg体重/日

ブタ催吐試験
（精製DONを強制経口投与）
（#38,119,131）

嘔吐なし：0.025～0.075

 

mg/kg体重

嘔吐あり：0.05～0.1

 

mg/kg体重

ブタ催吐試験（#144,145）
（汚染トウモロコシを混餌投与）

嘔吐なし：0.42～0.6

 

mg/kg体重

嘔吐あり：0.8

 

mg/kg体重

ブタ４９日間亜急性
毒性試験（#39）
（精製DONを混餌投与）

嘔吐なし：0.19

 

mg/kg体重/日

マウスを用いた試験
（６週～２年間）
（#36,49,71）

＜嘔吐＞

＜亜急性・慢性＞

＜免疫系への影響＞

JECFA、SCFでTDIの設定根拠となった無毒性量（0.1 mg/kg体重/日）
＜マウス２年間慢性毒性試験（#71）＞

IgA変化なし：0.1～0.7

 

mg/kg体重/日

IgA増加：0.4～2

 

mg/kg体重/日

資 料 ２

0.12

 

mg/kg体重/日でサルモネラ菌感染による

生存率の減少（0.024

 

mg/kg体重/日では影響なし）マウス４週間投与試験
（#163）
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